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LIFE-HELP」でワルシャワ国際ポスタービエンナーレ・金賞を受賞し、1998年、イ
ンド核実験反対のポスターで国連賞を受賞する。他、各国のビエンナーレにおい
て多数受賞。フィンランド、メキシコ、イタリア、ウクライナ、中国、アメリカで国際ポ
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多摩美術大学イラストレーションスタ
ディーズ15周年を記念して、2011年7月
16日にスチューデント会議を開催した。「展
覧会授業を検証する」をテーマに多摩美術
大学レクチャーホールCにて開催した。「展
覧会授業」は、「イラストレーションの授業
に何が欠けているか」という疑問から始め
たものだ。それは学生の作品を多くの他人
の目にさらし、自己批判や分析が重要とい
う観点からの試みだ。そのため銀座のギャ
ラリーをはじめ海外での展示など、15年間
継続的に開催を続けた。この会議は、大学
院生が主体となるイラストレーション学研
究の初歩的会議と位置づけ、研究の幅を広
げ、お互いの考え方を認識し、問題点を浮
かび上がらせ、イラストレーションの概念を
変えていく力とすることを目的としている。

[Title] ----------- スチューデント会議 2011 「展覧会授業を検証する」
　　　　　　　　 　（イラストレーションスタディーズ15周年記念）
[Size] ----------- 1030 x 728 mm (B1)
[Technique] --- Offset printing
[Date]  ----------  2011
[Client] --------- 多摩美術大学イラストレーションスタディーズ
[Category] ---- 教育
[Idea] ----------- スチューデント会議は、討論を重ねイラストレーションの
　　　　　　　 新たな魅力を発見し、その認識をより深め、概念を変えて
　　　　　　　 いく力がある。
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